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外
浦
漁
協
（
宮
崎
県
）
の
鈴

木
希
望
（
の
ぞ
み
）
さ
ん
は
日

本
の
か
つ
お
一
本
釣
り
漁
業
に

つ
い
て
「
始
ま
り
は
１
６
０
０

年
代
前
半
。
一
本
釣
り
は
資
源

に
や
さ
し
い
シ
ン
プ
ル
な
漁
法

で
、
地
域
に
あ
っ
て
は
水
産
加

工
、
流
通
、
造
船
な
ど
の
関
連

産
業
と
相
互
扶
助
の
関
係
に
あ

る
」
と
説
明
。

カ
ツ
オ
一
本
釣
り
漁
業
を
持

続
可
能
な
漁
業
と
す
る
た
め

に
、
①
漁
獲
数
量
の
上
限
を
漁

業
者
が
自
主
的
に
設
定
②
決
め

ら
れ
た
月
に
各
船
が
３
回
休
漁

③
カ
ツ
オ
魚
群
を
探
し
て
操
業

す
る
た
め
、
混
獲
は
ほ
と
ん
ど

な
い
④
１
㎏
未
満
の
魚
群
を
極

力
避
け
て
い
る
―
―
な
ど
の
資

源
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
を
示
し

た
。
ま
た
、
日
本
の
伝
統
的
な

カ
ツ
オ
一
本
釣
り
漁
業
を
伝
え

る
こ
と
で
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

豊
富
な
水
産
資
源
を
守
り
、
持

続
可
能
な
漁
業
を
実
現
し
て
ほ

し
い
」
と
望
ん
だ
。

一
方
、
宮
崎
県
水
産
政
策
課

の
渡
部
允
さ
ん
は
、
カ
ツ
オ
の

た
た
き
、
刺
身
、
漬
け
、
カ
ツ

オ
節
、
な
ま
り
節
な
ど
、
地
域

に
伝
わ
る
伝
統
的
な
カ
ツ
オ
食

文
化
や
「
カ
ツ
オ
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
観
光
フ
ェ
ア
の
開
催
な

ど
を
紹
介
し
、
宮
崎
県
に
お
け

る
カ
ツ
オ
の
重
要
性
を
強
調
し

た
。
「
漁
業
に
と
っ
て
大
切
な

の
は
地
域
と
の
連
携
。
そ
れ
は

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
も
同
じ
」
と
語

っ
た
。

大
日
本
水
産
会
の
木
上
正
士

事
業
部
長
は
「
漁
業
者
の
人
材

育
成
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
漁

労
技
術
の
伝
承
、
か
つ
お
製
品

の
製
造
開
発
と
管
理
な
ど
を
地

域
社
会
で
取
り
組
み
、
製
品
の

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
消
費
や
日
本
へ

の
輸
出
な
ど
、
産
業
化
へ
の
取

り
組
み
を
双
方
で
検
討
し
た

い
。
日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に

お
け
る
ウ
イ
ン
ウ
イ
ン
の
関
係

を
め
ざ
す
」
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
目
的
を
語
っ
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
漁
業
・
水
産
加
工

関
係
者
が
出
席
。
水
産
政
策
に

強
い
国
会
議
員
や
水
産
の
学
識

経
験
者
ら
も
参
加
し
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
カ
ツ
オ
漁
業
や
水
産

の
資
源
管
理
な
ど
を
め
ぐ
り
活

発
な
質
疑
応
答
も
行
わ
れ
た
。

Ｆ
Ａ
Ｏ
（
国
連
食
料
農
業
機

関
）水
産
・
養
殖
局
長
を
務
め
、

現
在
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
水
産
政
策
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

事
務
所
）
の
野
村
一
郎
氏
も
出

席
し
た
。

いとう・しょうへい １９８７年生まれ、

筑波大学第三学群工学システム学類

卒。大学在籍時からベンチャー企業で

ロボットの試作開発に従事。２０１４年６

月に独立し、同社の前身となる空間知

能化研究所を設立した。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
「
カ
ツ
オ
の
持
続
的

利
用
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
大
日
本
水

産
会
主
催
）
が
こ
の
ほ
ど
開
催
さ
れ
た
。
水
産
資
源
の
持

続
的
利
用
を
幅
広
い
国
々
に
広
め
る
の
が
目
的
。
昨
年
１２

月
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
開
催
し
た
キ
ン
メ
ダ
イ
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
に
続
い
て
の
開
催
で
、
今
回
は
宮
崎
県
の
伝
統
的

な
カ
ツ
オ
漁
と
資
源
管
理
の
取
り
組
み
、
地
域
に
根
差
し

た
カ
ツ
オ
食
文
化
な
ど
を
伝
え
た
。

米国アラスカ・ベーリング

海でのスケソウダラ漁業Ａシ

ーズン（抱卵期）が１月２０日、

解禁となった。今期の米国ス

ケソウスリミの供給と価格の

行方に注目が集まっている。

F
u
llD

e
p
th

（
東
京
都
台

東
区
）
は
水
中
ド
ロ
ー
ン
を
軸

に
水
中
の
課
題

を
解
決
す
る
筑

波
大
学
発
の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ

企
業
。
国
内
唯
一
の
水
中
ド
ロ

ー
ン
メ
ー
カ
ー
と
し
て
注
目
を

集
め
て
い
る
。

昨
年
発
売
し
た
産
業
用
水
中

ド
ロ
ー
ン
「D

iv
e
U

n
it3

0
0

」

は
機
動
力
や
耐
久
性
、
利
便
性

を
徹
底
的
に
追
求
。
深
海
調
査

の
ほ
か
、
漁
礁
調
査
や
定
置
網

・
養
殖
生
簀
の
点
検
に
使
用
可

能
で
漁
業
者
の
安
全
性
向
上
、

省
力
化
に
貢
献
す
る
。
対
象
物

と
の
距
離
や
状
況
が
把
握
で
き

る
マ
ル
チ
ナ
ロ
ー
ビ
ー
ム
ソ
ナ

ー
や
自
己
位
置
推
定
に
役
立
つ

Ｕ
Ｓ
Ｂ
Ｌ
音
響
測
位
装
置
も
オ

プ
シ
ョ
ン
で
搭
載
可
能
。
濁
り

な
ど
悪
条
件
下
で
使
用
で
き
る

よ
う
配
慮
し
た
。

伊
藤
氏
は
子
ど
も
の
頃
か
ら

ロ
ボ
ッ
ト
が
好
き
で
、
工
学
系

分
野
へ
の
進
学
を
志
す
。
水
中

調
査
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
に
着
手
し

た
の
は
、
大
学
在
学
時
に
テ
レ

ビ
で
幼
少
期
に
好
き
だ
っ
た
深

海
魚
「
ナ
ガ
ヅ
エ
エ
ソ
（
三
脚

魚
）
」
に
再
会
し
た
こ
と
が
き

っ
か
け
。
深
海
と
い
う
未
知
の

世
界
へ
の
冒
険
心
が
再
燃
し
、

趣
味
と
し
て
開
発
を
始
め
た
。

空
間
知
能
化
研
究
所
を
立
ち

上
げ
た
後
、
事
業
計
画
を
見
直

す
た
め
に
筑
波
大
学
の
起
業
家

向
け
講
習
を
受
講
。
本
当
に
や

り
た
い
こ
と
を
問
わ
れ
、
水
中

調
査
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
へ
の
事
業

転
換
を
決
意
し
た
。

「
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
仕

事
に
す
れ
ば
最
大
限
の
力
が
発

揮
で
き
る
し
、
社
会
に
大
き
く

貢
献
で
き
る
と
考
え
た
」
と
当

時
を
振
り
返
る
伊
藤
氏
は
今
で

も
「
好
き
こ
そ
も
の
の
上
手
な

れ
」
の
信
条
を

忘
れ
な
い
。

憧
れ
の
人
物

は
コ

ロ

ン

ブ

ス
。
新
大
陸
を
発
見
し
た
偉
大

な
探
検
家
の
よ
う
に
「
浅
瀬
か

ら
深
海
、
海
水
か
ら
淡
水
に
至

る
ま
で
す
べ
て
の
水
中
を
可
視

化
す
る
こ
と
で
人
間
が
有
効
利

用
で
き
る
空
間
と
し
た
い
」
と

意
気
込
み
を
語
る
。

高齢者人口の増加に伴い、

家庭用、業務用ともに市場が

拡大している介護食品。「調

理時間の短縮」や誰にでも用

意可能な「簡便性」が求めら

れている。

マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
（
伊
藤
滋
社

長
）
は
、
バ
ラ
コ
製
造
販
売
会

社
の
林
田
食
品
産
業
（
佐
賀
県

嬉
野
市
）
を
１
月
１４
日
付
で
完

全
子
会
社
化
し

た
。
林
田
繁
子
社

長
は
同
日
付
で
退

任
し
、
１
月
１５
日

付
で
マ
ル
ハ
ニ
チ

ロ
北
米
ユ
ニ
ッ
ト

北
米
事
業
一
部
の

長
谷
川
典
生
副
部

長
が
社
長
に
就
任

し
た
。

バ
ラ
コ
の
需
要

は
用
途
の
広
が
り

か
ら
年
々
増
加
し

て
い
る
。
グ
ル
ー

プ
会
社
の
大
洋
食
品（
長
崎
市
）

で
の
バ
ラ
コ
の
生
産
能
力
も
限

界
に
近
く
な
っ
た
た
め
、
今
回

の
子
会
社
化
を
決
め
た
。
林
田

食
品
産
業
の
バ
ラ
コ
製
品
の
生

産
量
は
年
間
約
１
０
０
０
ｔ
。

ユ
ー
ザ
ー
目
線
で

原
料
販
売
進
め
る

同
社
の
舟
木
謙
二
執
行
役
員

北
米
ユ
ニ
ッ
ト
長
は
「
バ
ラ
コ

の
特
性
上
、
ア
ラ
ス
カ
系
列
の

ス
ケ
コ
と
の
シ
ナ
ジ
ー
も
今
後

期
待
し
て
い
る
。
一
方
、
当
社

の
ス
ケ
コ
事
業
の
主
体
は
今
後

と
も
ト
ッ
プ
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と

し
て
原
料
供
給
で
あ
る
こ
と
に

変
わ
り
は
な
い
。
バ
ラ
コ
の
製

造
販
売
会
社
を
持
つ
こ
と
で
、

よ
り
ユ
ー
ザ
ー
目
線
で
の
原
料

販
売
を
進
め
た
い
」
と
し
て
い

る
。

日本水産は春・夏新商品で、

質の良いタンパク質として注

目されるスケソウダラすりみ

を使った商品を「速筋タンパ

ク」としてシリーズ化した。

故
五
十
嵐
康
之

・
五
十
嵐
冷
蔵
社

長
（
東
京
冷
蔵
倉

庫
協
会
元
会
長
）

の
社
葬
が
１
月
３１

日
１２
時
３０
分
か
ら

東
京
・
芝
公
園
の

増
上
寺
で
し
め
や

か
に
行
わ
れ
た
。

１
月
１８
日
、
肺
炎

の
た
め
死
去
し

た
。
８７
歳
。

生
前
の
活
躍
と

交
友
関
係
の
広
さ

を
物
語
る
よ
う

に
、
会
社
関
係
を

は
じ
め
、
官
公
庁
、
出
身
の
慶

應
大
学
Ｏ
Ｂ
、
五
冷
グ
ル
ー
プ

な
ど
か
ら
、
前
日
の
通
夜
を
含

め
１
５
０
０
人
以
上
が
弔
問
に

訪
れ
た
。

冷
蔵
倉
庫
業
界
、
取
引
先
メ

ー
カ
ー
、
問
屋
、
外
食
チ
ェ
ー

ン
な
ど
か
ら
多
く
の
供
花
が
寄

せ
ら
れ
、
特
に
通
夜
は
入
場
し

き
れ
な
い
参
列
者
が
、
外
に
設

置
し
た
テ
ン
ト
だ
け
な
く
、
付

近
の
日
比
谷
通
り
ま
で
長
い
列

を
作
っ
た
。

垣
添
直
也
（
一
社
）
マ
リ
ン

エ
コ
ラ
ベ
ル
ジ
ャ
パ
ン
協
議
会

会
長
（
日
本
冷
蔵

倉
庫
協
会
元
会

長
、
日
本
水
産
元

社
長
）
が
参
列
者

を
代
表
し
て
弔
辞

を
読
み
、
「
冷
蔵

倉
庫
業
界
の
中
で

先
駆
的
な
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
築
い

た
人
。
物
流
が
商

流
を
制
す
る
時
代

が
来
る
と
言
っ
て

い
た
が
、
そ
の
通

り
に
な
っ
た
。
私
が
日
冷
倉
協

会
長
を
打
診
さ
れ
た
際
は
『
ち

ゃ
ん
と
支
え
る
か
ら
真
剣
に
取

り
組
め
』
と
背
中
を
押
し
て
く

れ
た
」
と
思
い
出
を
語
っ
た
。

山
手
冷
蔵
の
青
山
信
之
会
長

は
「
お
ご
ら
ず
、
ひ
た
む
き
、

信
念
を
も
っ
た
人
。
５
期
１０
年

に
わ
た
り
、
東
京
冷
蔵
倉
庫
協

会
会
長
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
た
。
時
代
の
変
革

期
に
あ
っ
て
、
五
十
嵐
さ
ん
を

失
っ
た
こ
と
は
冷
蔵
倉
庫
業
界

に
と
っ
て
大
き
な
損
失
」
と
別

れ
を
惜
し
ん
だ
。

最
後
に
葬
儀
委
員
長
の
片
岡

齊
副
社
長
、
喪
主
の
五
十
嵐
隆

晴
氏
（
故
人
の
甥
）
が
謝
辞
を

述
べ
た
。

全
日
本
海
員
組
合
は
水
産
庁

で
漁
業
労
働
問
題
協
議
会
を
１

月
２４
日
開
催
し
た
。
同
庁
に
対

し
て
、
①
精
度
の
高
い
資
源
調

査
の
実
施
②
漁
獲
量
の
拡
大
③

複
数
魚
種
の
操
業
を
可
能
と
す

る
漁
船
建
造
―
―
な
ど
を
要

請
。
資
源
・
漁
船
・
漁
船
員
の

適
切
な
確
保
の
重
要
性
を
訴
え

た
。ま

た
、
現
場
代
表
者
か
ら
は

商
業
捕
鯨
に
お
け
る
捕
獲
頭
数

・
鯨
種
・
操
業
海
域
の
拡
充
、

母
船
「
日
新
丸
」
の
早
期
代
替

建
造
に
つ
い
て
要
望
が
挙
が
っ

た
。
主
な
協
議
内
容
は
次
の
通

り
。▽

海
難
事
故
の
撲
滅
と
安
全

な
漁
業
労
働
環
境
対
策
▽
海
洋

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
対
策
▽
漁

船
の
代
替
建
造
▽
世
界
規
模
で

の
水
産
物
資
源
管
理
強
化
と
違

法
漁
船
廃
絶
▽
遠
洋
マ
グ
ロ
は

え
縄
漁
船
の
順
法
精
神
と
適
格

性
▽
水
産
物
輸
入
規
制
強
化
と

輸
出
促
進
▽
生
産
者
魚
価
の
確

立
と
漁
業
用
燃
料
価
格
対
策
▽

捕
鯨
対
策
▽
漁
船
乗
組
員
の
後

継
者
確
保
・
育
成
▽
外
国
人
漁

船
員
の
権
利
擁
護
と
福
利
厚
生

対
策
な
ど

五
十
嵐
冷
蔵

五
十
嵐
康
之
社

長
の
訃
報
を
聞

き
、
ま
た
、
斯

界
の
伝
説
的
な

人
物
が
去
っ
た

か
と
寂
寥
感
を

覚
え
た
。
享
年

８７
歳
。
い
つ
も
元
気
で
お
会

い
す
る
度
に
、
業
界
の
課
題

に
つ
い
て
文
字
通
り
口
角
泡

を
飛
ば
し
て
語
る
の
が
常
だ

っ
た
。

業
界
の
現
役
最
年
長
と
し

て
一
目
置
か
れ
る
存
在
で
あ

り
、
仕
事
を
愛
す
る
こ
と
人

後
に
落
ち
な
い
人
だ
っ
た
。

筆
者
が
７０
歳
代
に
な
っ
て
、

「
私
も
ボ
チ
ボ
チ
引
き
際
を

考
え
な
い
と
」
と
告
げ
た
ら
、

「
飛
ん
で
も
な
い
。
僕
は
死

ぬ
ま
で
現
役
だ
よ
」
と
言
わ

れ
、
た
じ
た
じ
と
な
っ
た
。

ま
さ
に
言
葉
通
り
、
現
役
で

の
最
期
だ
っ
た
。

昭
和
３０
年
慶
応
義
塾
大
学

を
卒
業
後
入
社
、
５８
年
に
社

長
に
就
任
、
爾
来
３６
年
余
に

わ
た
っ
て
陣
頭
指
揮
を
貫
い

た
。団

地
冷
蔵
、
水
産
タ
ー
ミ

ナ
ル
な
ど
の
共
同
会
社
の
役

員
を
歴
任
、
わ
け
て
も
東
京

冷
蔵
倉
庫
協
会
の
会
長
と
し

て
１０
年
間
の
長
き
に
わ
た
っ

て
業
界
の
近
代
化
に
貢
献
し

た
の
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で

あ
る
。

小
社
が
毎
年
開
催
す
る

「
冷
蔵
倉
庫
座
談
会
」
に
は

平
成
１７
年
の
第
一
回
に
東
冷

倉
会
長
と
し
て
出
席
し
、
都

内
の
用
地
確
保
の
必
要
性
を

強
調
、
都
へ
の
要
望
、
保
管

料
・
荷
役
料
の
適
正
化
な
ど

に
つ
い
て
問
題
提
起
し
、
強

い
口
調
で
論
陣
を
張
っ
た
こ

と
が
脳
裏
に
よ
み
が
え
る
。

長
年
の
業
界
へ
の
貢
献
が

認
め
ら
れ
平
成
１７
年
に
旭
日

双
光
章
を
受
章
さ
れ
た
。
冷

蔵
倉
庫
業
を
愛
し
、
業
界
発

展
に
全
身
全
霊
で
奉
仕
し
た

故
人
の
冥
福
を
祈
り
た
い
。

Ｊ
Ｆ
全
漁
連
と
全
国

内
水
面
漁
業
協
同
組
合

は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
里

海
保
全
の
最
前
線
」
を

東
京
都
文
京
区
の
東
京

大
学
大
講
堂
（
安
田
講

堂
）
で
２
月
８
日
開
催

す
る
。
全
国
の
先
進
的

か
つ
効
率
的
な
取
組
を

行
う
グ
ル
ー
プ
が
活
動
実
績
や

課
題
を
報
告
す
る
。
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購購読読申申込込みみはは 〒〒１１００８８――００００１１４４

株株式式会会社社 水水 産産 タタ イイ ムム ズズ 社社

東東 京京 都都 港港 区区 芝芝 ５５ ―― ９９ ―― ６６
電電話話 ００３３（（３３４４５５６６））１１４４１１１１
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年年間間購購読読料料３３００，，３３６６００円円（（税税別別））

６～７

２～５

８

海
員
組
合
が
労
働
問

題
協
議
会
を
開
催

ワークショップの登壇者。右から４人目が大日本水

産会の木上氏（１月２２日、ジャカルタのホテルで）

日水、スケソウすりみ強化

介護食品特集

シアトル・スリミ特集

今週の紙面

資
源
に
優
し
い
一
本
釣
り
伝
え
る
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http : //www.moriya-elevator.co.jp

�０４５（７８５）３１１１（代）

「信頼と誠実」

大大日日本本水水産産会会

守谷エレベータ

里海保全シンポ、８日都内で

ホームページ http : // www. suisantimes. co. jp /
Ｅ メ ー ル suisan @suisantimes. co. jp

バ
ラ
コ
製
造
会
社
を
子
会
社
化

１５００人以上が別れを惜しんだ

インドネシアの漁業振興について熱心に質問する参加者

マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ

社
長
に
長
谷
川
氏

五五冷冷・・五五十十嵐嵐氏氏のの社社葬葬、、ししめめややかかにに

林
田
前
社
長（
右
）と
握
手
す
る
伊
藤
社
長

双眼鏡

令和新時代

㈱
Ｆ
ｕ
ｌ
ｌ
Ｄ
ｅ
ｐ
ｔ
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伊
藤

昌
平
氏

代
表
取
締
役
社
長

未
知
の
世
界
へ
の
冒
険
心


